




要約:都立豊島病院 NICU を退院後在宅治療を行った患者について 10 年間の経験を報告し

た。36 例が在宅酸素療法、チューブ栄養、頻回の気道吸引、胃痩、腎痩、人工肛門、シ

ャントチューブの管理など家庭での管理を要した。

在宅治療となった疾患のバックグラウンド、治療期間、予後、在宅治療中の医療機関との

関わりについて述べた。これらの児や家族に対しては多方面からの援助が必要となること

から、フォローの主体となる医師や部門の必要性、総合病院での一貫管理の優位性、財政

的援助の制度化の必要性について述べた。


